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研究要旨 
【目的】インターネット上の個人間取引を行う場となる個人間取引サイトとして、フ

リーマーケットサイト（フリマサイト）やアプリケーション（フリマアプリ）が存在

する。当該サイトを介した不適切な医薬品販売・譲渡の抑止に資するため、本研究で

は、主な個人間取引サイトにおける出品時確認事項を調査した。 
【方法】日本国内で利用されている主な総合フリマサイト・フリマアプリ 8 サイトを

対象に、2022 年 5 月 16 日時点で各サイトのアカウント登録時に要求される個人情

報、出品禁止物品、ならびに、当該サイトの利用規約を観察することにより、個人が

運営者に提供する個人情報と出品制限状況を調査した。 
【結果・考察】本調査対象 8 サイトにおいて、アカウント登録時に共通して必要な情

報は、メールアドレス、生年月日、ならびに利用規約への同意であった。1 サイトを

除いて、アカウント登録時に本人確認を必要とするサイトはなかった。利用規約につ

いて、いずれのサイトにおいても、医薬品の出品禁止が記載されており、一部、承認

を得た上で一般用医薬品の出品が可能である旨が記載されていた。利用規約に医薬品

の出品は禁止されていることが記載されていても、出品者がそれを本当に読んでいる

のか、また、正しく理解しているのかを確認することは困難であると考えられた。医
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薬品の出品は禁止されていると分かっていても、出品しようとする商品が医薬品に該

当すると判断できない事例も少なからずあるものと推測された。

【結論】本研究で調査した日本国内で主に利用されている個人間取引サイトでは、そ

れぞれの利用規約において、医薬品の出品が禁止されていた。しかし、その記載内容・

具体性は、サイト間で異なっていた。また、利用者が当該利用規約を正しく理解する

ことは容易ではなく、利用者に対し、医薬品の出品禁止について、適切に注意喚起で

きる方策が必要と考えられた。

A. 研究目的

A-1. 背景

インターネットの急速な発展により、

家にいながらにして買い物ができる生活

様式が浸透している。様々な商品を求め

る人々のニーズは、同時にオンライン取

引の発展を加速させている。オンライン

マーケットには、一部の企業によるイン

ターネット販売のほか、個人間の取引も

存在する。不用品を売り、必要なものを安

く買うことは、売り手と買い手双方の主

な需要である。そして、その要求には医薬

品まで含まれている。岸本氏たちの研究

によると 1)、日本のフリーマーケットアプ

リケーションでの医薬品の出品件数は、

メルカリで 49 件など、計 181 件であった。

そのうち、調査時点で購入可能であった

のは 22.1%（40/181 件）であり、それ以外

は取引が完了していた。日本において、こ

のようなフリーマーケットサイトを介し

た医薬品の個人間取引事例が確認されて

おり、医薬品の不適正流通経路の 1 つと

なっている。適正流通経路を逸脱して流

通する医薬品の品質等は当然担保されず、

医薬品セキュリティは欠落している。ま

た、個人間取引を装った業としての販売

の隠れ蓑となっている可能性も否定でき

ない。

医薬品は、命を救うこともできるが、使

い方を誤ると傷つけることもある諸刃の

剣である。この非常に無責任な行為を阻

止し、医薬品の不適正流通を抑止するた

め、インターネット上の個人間取引サイ

トにおける出品時の確認事項を調査した。 
本年度は、日本での実態を把握するた

め、国内のインターネットフリーマーケ

ットサイトを対象に、禁止品目・事項等の

規定と利用者への伝達方法に関して調査

を行った。

B. 研究方法

2022 年 5 月 16 日時点で、日本国内で主

に利用されている以下の 8 つのフリーマ

ーケットサイト（アプリ）を対象に、各サ

イトで新規会員登録・アカウント作成前

に確認できる禁止品目・事項を調査した。 
1. メルカリ

2. ラクマ

3. ヤフオク！

4. モバオク！

5. ジモティー

6. PayPay フリマ

7. minne
8. Amazon

B-1. 利用規約
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出品禁止物中の医薬品に関する記載や

利用者のプライバシーポリシーについて

調査した。 
 
B-2. 会員登録 
新規アカウントを作成する際に要求さ

れる情報を調査した。 
 
C. 結果 
C-1. 利用規約 
国内フリーマーケットの利用契約や使

用ガイドラインの調査を行った際、医薬

品出品について、全てのサイトで医薬品

の出品は禁止とされていたが、その記載

方法や内容は、サイト毎に異なっていた。

各サイトの利用規約において、出品可能

や禁止事項を詳細に記載しているサイト

や詳細な分類や記載はなく「医薬品」を出

品禁止としているサイトなど、様々であ

った。今回の調査では、医薬品出品に関す

る禁止事項、またその禁止事項の記載方

法・表示内容に着目し、具体的な利用規約

を観察した。その結果を Table 1 に示した。 
 

C-1-1. メルカリ 
＜メルカリ＞は、日本最大の総合フリ

マアプリである（https://jp.mercari.com/）。
月間利用者数は、2020年12月時点で 1,700
万人程度と発表されている。累計出品数

は 20 億品を超えて、比較的若い女性の利

用者が多い 2)。  
メルカリの出品禁止商品は、『メルカリ

利用規約第 9 条＞2. 出品禁止商品』

（https://www.mercari.com/jp/tos/）で、下記

のように記載されている。 
『2. 出品禁止商品 
出品者はガイドの禁止されている出品物

（以下「出品禁止物」といいます。）に記

載された商品の出品ができないことにつ

いて、予め了承します。出品禁止物に該当

する商品を出品した場合は、出品者の故

意又は過失に関わらず、本規約違反行為

とみなします。』 
その中の『ガイドの禁止されている出

品物』のリンクをクリックすると、『禁止

さ れ て い る 出 品 物 』

（https://help.jp.mercari.com/guide/articles/2
59/）にジャンプし、『医薬品、医療機器』

のリンク先『医薬品、医療機器（禁止され

て い る 出 品 物 ） 』

（https://help.jp.mercari.com/guide/articles/8
91/）において、『概要』や『どのようなも

のが違反になりますか』の項目内で、詳細

を確認することができた。 
『違反にならないケース』として、医薬

部外品（許可なく製造、小分けされたもの

は除く）、一般医療機器（法定表示がない

ものは除く）が挙げられており、『例：救

急絆創膏、ピンセットなどの鋼製小物類、

歯科用ワックスなど 
外装箱などに一般医療機器と記載がある

商品かどうか確認のうえ、出品してくだ

さい。』とイラストとともに図示されてい

た

（ https://www.mercari.com/jp/help_center/g
etting_started/prohibited_items/）。 

また、同ページ内の『その他の情報』に、

『出品できない医療機器の詳細はこちら

をご覧ください。』として、東京都福祉保

健局の『届出等が必要となる医療機器の

販売事例（家庭用マッサージ器等）』

（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.j
p/kenkou/iyaku/koukokukisei/zenpanfrima/y
outodokedekiki.html）へのリンクがあり、
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より詳しい情報を確認できるようになっ

ていた。 
 
C-1-2. 楽天マーケット（ラクマ） 
＜メルカリ＞に次いで人気を集めてい

るフリマアプリが、＜ラクマ＞である。累

計で 2,500 万ダウンロードを記録してお

り、利用者数は 1,000 万人程度とされてい

る 2)。 
ラクマの利用規約については、『ラクマ

のルール＞禁止商品リスト＞医薬品＞医

薬 機 器 な ど 』 で 確 認 で き た 
（https://fril.jp/guide/manners/#forbidden_ac
tion）。 

ラクマは、禁止医薬品・医薬機器につい

て、より具体的に、詳細に記載していた。 
 
C-1-3. ヤフオク! 

＜ヤフオク!＞は、日本最大級のネット

オークションサービスである。サービス

自体は 20年以上前から運営されているが、

アプリ版の提供は、2017 年から開始され

た。利用者数は 1,000 万人ほどといわれて

おり、常時 7,000 万点以上の商品が販売さ

れている 2)。 
ヤフオク!の利用規約において、医薬品

の出品は禁止されていることが『第 1 編 
ヤフオク!ガイドライン細則＞B.出品禁止

物 ＞ 2. 医 薬 品 等 』（ https://guide-
ec.yahoo.co.jp/notice/rules/auc/detailed_regu
lations.html）に記載されていた。 
 
C-1-4. モバオク! 

＜モバオク!＞は、＜DeNA グループ＞

が運営する、定額制のフリマアプリであ

る。月額 330 円（税込）の利用料を支払え

ば、商品がどれだけ売れても、販売手数料

は一切かからない点を売りにしている。

利用者数は、200 万人程度といわれている。

利用料があるため、利用者の人数は無料

登録のフリマと比べると少ないように見

受けられた 2)。 
＜モバオク!＞での出品禁止については、

「モバオク会員規約第 7 条出品＞3.以下

の 商 品 等 の 出 品 を 禁 止 し ま す 。」

（https://www.mbok.jp/kiyaku/）において、

覚せい剤、麻薬、向精神薬、大麻、あへん、

毒物、劇物、サリン等が記載されている他、

医薬品が出品禁止となっていた。また、

「 ご 利 用 ガ イ ド 」

（https://www.mbok.jp/guide.html?_SRC=he
ader_guide）にアクセスすると「会員規則・

ルール」に「出品禁止アイテム及び禁止行

為」（https://www.mbok.jp/na/）があり、そ

の う ち の 「 出 品 禁 止 ア イ テ ム 」

（https://www.mbok.jp/na/na.html）として

「 医 薬 品 、 医 療 機 器 」

（ https://www.mbok.jp/na/na-item-
list.html#item_06）が記載されている。当該

ページでは、医薬品の他に、漢方薬、医療

機器等が挙げられており、東京都福祉保

健局の「個人輸入した海外製化粧品を販

売 す る こ と は で き ま せ ん 」

（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.j
p/kenkou/iyaku/koukokukisei/zenpanfrima/k
ojinyunyuutenbaing.html）へのリンクがあ

った。 
 
C-1-5. ジモティー 
＜ジモティー＞は、地域の情報を提供

する掲示板アプリである。不用品がある

人は、＜ジモティー＞に掲載すれば、近場

で引き取ってくれる人を見つけられる。

相手と直接会って取引することもあり、
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その場合は、梱包や発送などの手間がか

からない点で他のフリマサイトと異なる

2)。 
ジモティーの『利用規約・第 9 条（「売

ります・あげます」「中古車」カテゴリの

商品の出品）』において、『出品者ユーザー

は、当社の指定する「出品禁止物ガイドラ

イン」に記載のある商品を出品すること

はできません。当社は、「出品禁止物ガイ

ドライン」に記載のある商品又は当社が

不適切と判断する商品が出品された場合、

その出品を削除するとともに、本規約違

反の行為がなされたものとみなします。』

と記載があり（https://jmty.jp/about/terms）、
『 出 品 禁 止 物 ガ イ ド ラ イ ン 』

（https://jmty.jp/about/inhibition）に、医薬品、

医療機器等が挙げられていた。医薬品、医

療機器の他、自ら製造または輸入した医

薬品、医療機器および化粧品、承認前の医

薬品および医療機器等が具体的に記載さ

れていた。また、健康食品について、薬機

法、都道府県条例、その他各種関連法令等

に抵触しない範囲で投稿が可能な旨、記

載があった。 
 
C-1-6. PayPay フリマ 

＜PayPay フリマ＞は、＜PayPay＞で支

払いや売上金の受け取りができるフリマ

アプリである。利用者数は 300 万人程度

とされており、ほかのアプリより利用者

は少ないようだ 2)。 
このサイトは＜ヤフオク!＞と同じ運営

会社であり、利用規約や会員登録は＜ヤ

フ オ ク ! ＞ と 同 じ で あ っ た

（https://paypayfleamarket.yahoo.co.jp/）。 
 
C-1-7. minne  

＜minne＞は、ハンドメイド作品に特化

したフリマアプリである。累計 1,200 万ダ

ウンロードを記録しており、2021 年 5 月

時点で 1,325 万点の商品が販売されてい

る 2)。 
Minne では、『利用規約＞第 1 章 総則

＞第 12 条（作品の公開）』に、『3.販売者

等は、第 1 項第 17 号に定める食べ物のカ

テゴリ（以下、「食べ物カテゴリ」といい

ます。）において、登録禁止作品として、

前項に定めるものに加え、以下の各号に

該当し又はそのおそれがあると当社が判

断する作品を登録することができないも

のとします。4.医薬品（動物用医薬品、指

定薬物を含みます。）を含むもの』として、

医 薬 品 の 出 品 が 禁 止 さ れ て い た

（https://minne.com/terms）。 
 
C-1-8. Amazon 個人出品 

Amazon では、『Help ＞規約、ガイドラ

イン＞プログラムポリシー＞Amazon 出

品サービスの手数料＞カテゴリー、商品、

出品の制限事項  / 制限対象商品』

（https://sellercentral.amazon.co.jp/gp/help/e
xternal/G200164330?language=ja_JP&ref=ef
ph_G200164330_cont_201730840）に、医薬

品や医療機器が掲載されており、適用さ

れるマーケットプレイスを日本として、

出品可能商品例と出品禁止商品例が詳細

に記載されていた。医薬品の出品可能商

品例として、一般用医薬品の出品には医

薬品店舗販売業または薬局開設の許可

が必要であり、Amazon による出品審査

を受けた上で一般用医薬品を出品するこ

とが可能である旨の記載があった。医療

機器の出品可能商品に関しては、商品に

対する製造販売承認に加え、高度管理医
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療機器または特定保守管理医療機器を販

売しようとする出品者は、所在地の都道

府県知事の許可、管理医療機器（特定保守

管理医療機器を除く）を販売しようとす

る出品者は所在地の都道府県知事へ届出

が必要である旨、記載があった。 
 
C-2. 登録時に要求される個人情報 
各フリマサイトにおいて、アカウント

作成・会員登録時に要求される個人情報

について調査した結果を Table 2 に示した。 
 
C-2-1. メルカリ 

メルカリで会員登録をする際には、メ

ールアドレス、 google アカウント、

fecebook アカウント、または apple id から

の登録方法があった。続いて、メールアド

レスに加えて、パスワード、ニックネーム

の入力や性別の選択した後、本人情報登

録として、姓名や生年月日、電話番号が求

められた。 
 
C-2-2. ラクマ 
 楽天が運営するラクマを利用する際に

は、楽天会員登録を行い、楽天 ID を作成

す る こ と と な る

（https://fril.jp/users/sign_up）。楽天会員登

録には、メールアドレス、ユーザーID、パ

スワード、氏名、性別、生年月日、携帯電

話番号の個人情報の登録が求められた。 
 
C-2-3.ヤフオク!  

＜ヤフオク! ＞では、携帯電話の入力か

ら、性別、生年月日、郵便番号、表示名、

連絡用メールアドレスの入力が求められ

た。 
 

C-2-4.モバオク!  
＜モバオク!＞での新規会員登録をする

際には、メールアドレス、生年月日、およ

び性別の登録が必要であった。 
C-2-5.ジモティー 
ジモティーは、本人確認が他のフリマ

サイト以上に求められる。メールアドレ

ス、生年月日、性別の登録、利用規約の同

意に加え、本人確認が二つの方法で行わ

れており、電話番号認証または身分証登

録のいずれか一つを選んで、本人確認を

行う必要があった。 
 
C-2-6. PayPay フリマ 

出品禁止事項同様、会員登録・アカウン

ト作成時に要求される事項は＜ヤフオ

ク！＞と同じであった。 
 
C-2-7. minne  

Minne での会員登録の際は、姓名、メー

ルアドレス、性別、生年月日、住所の登録

が必須であった。 
 
C-2-8. Amazon 

Amazon 日本のホームページの一番下

に『Amazon でビジネス』、『Amazon で売

る』から Amazon 個人出品の会員登録を

行 う こ と が で き る 。

(https://sell.amazon.co.jp/?ref_=asjp_soa_rd
&ld=AZJPSOAFOOT&ref_=footer_soa) 
Amazon のアカウント持っている場合で

も、登録済から始めて、姓名、国籍、出身

国、生年月日、住所、携帯電話、メールア

ドレスを登録する必要があった。流れは

他のフリーマーケットと違っており、個

人でオンライン店舗を開設するような申

し込み方で、Amazon の認証が必要となっ
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ていた。 
 
D. 考察 

本研究では、医薬品等の個人間取引に

ついて、国内の主なフリマサイトにおけ

る出品制限状況を確認した。また、出品に

当たって、個人が運営者に提供する個人

情報について確認した。 
 
D-1. 出品禁止物 
本研究で調査したフリマサイト全てで、

医薬品の出品を禁止とする記載があった。

その記載方法には違いがあり、出品禁止

物として「医薬品」と記載しているだけの

サイトから、処方箋医薬品、医療用医薬品

のほか、要指導医薬品や一般用医薬品と

して 1-3 類の記載があるサイトもあった。

「薬機法に抵触するもの」や「日本国内で

医薬品とみなされる成分を含んでいるも

の」など、医薬品に該当するものは出品を

禁止されてはいるものの、これらの事項

に目を通すことなく出品してしまう利用

者は少なくないと考えられた。ゆえに、安

易に不要となった医薬品等を出品する事

例が生じているものと考えられた。また、

記載方法にサイト間で違いがあるため、

いずれのサイトも医薬品の出品を禁止し

ているが、利用者によって、具体的に記載

がない場合は禁止ではない等と解釈され

る可能性も考えられた。 
 
D-2. 出品時確認事項 
商品を出品しようとする際のアカウン

ト登録で要求されるユーザー情報は、調

査対象のフリマサイト間で異なっていた。

いずれのサイトでも共通して要求される

事項は、メールアドレス、生年月日、およ

び利用規約への同意であった。アカウン

ト登録時に本人を確認するサイトは 8 サ

イト中 1 サイトのみであった。 
 
D-3. 出品禁止品目 
調査対象全てのサイトにおいて、その

利用規約として、法令等を遵守し、かつ、

運営サイトの承認が得られている場合の

一般用医薬品の出品を除き、医薬品の出

品は禁止されていた。 
各サイトの利用規約における出品禁止

品目の記載方法には、サイト間で差が見

られた。出品禁止商品として、「医薬品」

とだけ記載しているサイトから、医療用

医薬品、処方箋医薬品、一般用医薬品（1
類～3 類）、要指導医薬品、脱法ドラッグ

の他、薬機法の定義で医薬品に該当する

もの、薬機法に抵触するもの等と記載し

ているサイトまで様々であった。また、ジ

モティーでは、本人確認が他よりも厳し

く行われていたが、その理由として、売り

手と買い手が直接会って受け渡しを行う

事例があるため、その安全性を確保する

ための対処と考えられた。 
利用規約に医薬品の出品は禁止されて

いることが記載されていても、出品者が

それを本当に読んでいるのか、また、正し

く理解しているのかを確認することは困

難であると考えられた。医薬品の出品は

禁止されていると分かっていても、出品

しようとする商品が医薬品に該当すると

判断できない事例も少なからずあるもの

と推測された。 
 
D-4. 研究の限界 
本研究では、日本国内の主たる総合フ

リマサイト・アプリを代表的な個人間取
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引サイトとして調査の対象とした。これ

ら以外にも個人間取引サイトは存在し、

釣り愛好家向けの＜つり＞やアニメファ

ン向けの＜オタマート＞の他、＜magi＞、

＜SHOPPIES＞など商品カテゴリを絞っ

た個人間取引サイトも存在する。これら

全ての個人間取引サイトにおいて、医薬

品の出品禁止が明記されているかどうか、

不適切取引をどのように抑止しているか

は確認できていない。 
 
E. 結論 

本研究において、日本国内の主な個人

間取引サイトでは、無許可での医薬品の

出品は禁止されていた。これらのサイト

でアカウントを作成する際に、必ず確認

される個人情報は生年月日、メールアド

レス、および利用規約への同意であった。

しかし、利用者が利用規約を精読し理解

しているとは限らない。また、実際に医薬

品を出品し取引が成立すると、薬機法に

抵触する可能性や医薬品の不適正流通に

加担している意識などがないままとなっ

ている可能性がある。 
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Table 1. 各フリーマーケット利用契約での医薬品販売・取引に関する禁止事項の詳細記

載の有無

〇：記載有り

✕：記載無し

△：出品禁止や出品可能で両方記載有り、部分出品可能（メルカリ、アマゾン：出品可

能例有り、詳細は本文である）

＊：一般医療機器は除く、禁止しているのは「高度管理医療機器」や「管理医療機器」

や「特定保守医療機器」

処方薬：処方箋医薬品、医療用医薬品

要指導：要指導医薬品

医療用：医薬品

体外診断用：体外診断用医薬品

該当成分含：医薬品に該当する成分が含まれている製品

無許可・小分：許可なく製造、小分けされた医薬品・医薬部外品（一部出品可能のは、

医薬部外品のみとなる）

メルカリ ラクマ ヤフオク! モバオク! ジモティー paypayフリマ minne amazon
✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ 〇
✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ 〇
✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ 〇

一般用 ✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ △
第一類 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ 〇

第二類～第三類 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕
✕ 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕ ✕
✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ✕ 〇
〇 〇 〇 ✕ 〇 〇 〇 〇
〇 ✕ 〇 〇 ✕ 〇 ✕ 〇

個人輸入 ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 ✕ 〇
未承認 ✕ 〇 ✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕
邦文無 ✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ✕ 〇
〇 〇 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕
△ ✕ ✕ △ ✕ ✕ ✕ ✕
✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕
✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕
✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ 〇 〇
✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕
✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕
✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ 〇
〇 ✕ 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇
△ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ✕
✕ ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 〇

医療機器＊

医薬部外品
研究用試薬
劇薬・毒薬
脱法・合法
精力剤
媚薬

動物薬

販売禁止

医療用

薬機法抵触

OTC

漢方薬

要指導
処方薬

無許可・小分

該当成分含
体外診断用

海外製

未承認・無許可

違法・危険薬品
（サイト次第）指定
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海外製・邦文無：邦文表示のないサプリメント、化粧品など（個人輸入品、お土産を含

む）

海外製・未承認：国内未承認の海外製医薬品

未承認・無許可：特に海外か国内か明確に分けていない記載の未承認や無許可製造医薬

品

薬機法抵触：薬効表現、標榜が薬機法に抵触するもの

医薬部外品：医薬部外品（許可なく製造、小分けされたものは除く）

研究用試薬：医学等の基礎実験に使用されるものや、主に臨床研究を目的に患者に対し

て使用される、いわゆる研究用試薬

脱法・合法：脱法ドラッグや合法ドラック

精力剤：性的機能強化改善を目的とする商品（精力剤）

（サイト次第）指定：サイト次第に指定・判断している出品禁止医薬品・医療機器

医療機器：一般医療機器（法定表示がないものは除く）、医療機器（販売に法律上の許

可または届出要）

販売禁止：ガイドや利用契約本文に「法律抵触」、また「国内販売禁止」と記載されて

いるが、具体的な法律・法令は記載されていない
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Table 2. 8 つのフリーマーケットでの新規会員登録確認情報対比一覧表 

メールアドレス 姓名 性別 生年月日 住所 携帯電話 利用規約の同意 その他
メルカリ 要 要 要 要 不要 要 要 無
ラクマ 要 要 不要 要 不要 要 要 無

ヤフオク! 要 不要 要 要 要 要 要 郵便番号

モバオク! 要 不要 要 要 不要 不要 要 決済方法

ジモティー 要 不要 要 要 要 要 要 身分認証

paypayフリマ 要 不要 要 要 要 要 要 郵便番号

minne 要 要 要 要 要 要 要 無
amazon 要 要 要 要 要 要 要 国籍
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